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を
図
る
べ
き
基
準
が
設
け
ら
れ
、

具
体
的
な
指
標
で
あ
る
実
質
赤

字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比

率
に
つ
い
て
は
、
実
質
収
支
及

び
連
結
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ

る
こ
と
か
ら
赤
字
比
率
は
な
く
、

実
質
公
債
費
比
率
は
５
・
１
％
、

将
来
負
担
比
率
は
77
・
８
％
で

あ
り
、
ま
た
、
公
営
企
業
会
計

に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
、
資
金
不
足
額
が
生
じ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
資
金
不
足

比
率
は
な
く
、
４
つ
の
全
て
の

健
全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企

業
会
計
に
お
け
る
資
金
不
足
比

率
と
も
に
、
国
の
判
断
基
準
以

下
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
決
算

▽
平
成
25
年
度
館
林
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
＝
一

般
会
計
決
算
の
概
要
は
、
最
終

予
算
額
３
２
５
億
９
７
４
０
万

９
０
０
０
円
に
対
し
、
歳
入
決

算
額
は
３
１
８
億
１
６
８
２
万

１
３
６
５
円
で
、
予
算
に
対
す

る
収
入
率
は
97
・
６
１
％
で
す
。

ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
３
０
２

億
１
９
６
３
万
３
２
２
５
円
で
、

そ
の
執
行
率
は
92
・
７
１
％
、

億
７
７
０
３
万
７
７
３
円
、
歳

出
７
億
２
９
６
８
万
９
１
１
８

円
で
、
い
ず
れ
の
特
別
会
計
も

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
館
林
市
議
団
か

ら
反
対
討
論
が
、
緑
水
ク
ラ
ブ

か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
25
年
度
館
林
市
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て
＝
平
成
25
年
度

の
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
繰
越
利

益
剰
余
金
５
１
５
万
４
４
５
７

円
に
当
年
度
純
利
益
１
億
７
１

４
４
万
４
５
９
６
円
を
合
わ
せ

た
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

１
億
７
６
５
９
万
９
０
５
３
円

の
う
ち
、
５
０
０
０
万
円
を
減

債
積
立
金
に
、
１
億
２
０
０
０

万
円
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積

み
立
て
、
残
額
の
６
５
９
万
９

０
５
３
円
は
翌
年
度
繰
越
利
益

剰
余
金
と
し
て
処
分
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
25
年
度
館
林
市
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

＝
収
益
的
収
支
で
は
、
事
業
収

益
17
億
６
８
８
３
万
３
７
６
４

円
、
事
業
費
用
15
億
７
６
２
５

万
８
７
０
３
円
で
、
こ
の
結
果
、

消
費
税
抜
き
の
純
利
益
１
億
７

１
４
４
万
４
５
９
６
円
が
計
上

さ
れ
た
ほ
か
、
資
本
的
収
支
で

は
、
収
入
総
額
１
億
４
８
８
４

万
３
４
２
５
円
に
対
し
、
支
出

総
額
７
億
３
６
４
２
万
９
２
４

２
円
で
、
不
足
す
る
額
５
億
８

７
５
８
万
５
８
１
７
円
に
つ
い

て
は
、
建
設
改
良
積
立
金
や
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
館
林
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
平
成

26
年
10
月
１
日
か
ら
市
議
会
議

員
の
定
数
が
22
人
か
ら
20
人
に

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
の
委
員
定

数
を
１
人
減
じ
て
６
人
に
、
経

済
建
設
環
境
常
任
委
員
会
の
委

員
定
数
を
１
人
減
じ
て
７
人
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
委
員

会
の
傍
聴
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
原
則
公
開
に
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
残
高
は
15
億
９

７
１
８
万
８
１
４
０
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰

越
す
べ
き
財
源
１
億
３
１
７
０

万
５
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
、
14
億
６
５
４

８
万
３
１
４
０
円
と
な
り
、
こ

の
う
ち
か
ら
11
億
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
し
、
翌
年

度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
を
含
む

４
億
９
７
１
８
万
８
１
４
０
円

を
翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
歳
入

87
億
３
８
２
９
万
８
３
０
６
円
、

歳
出
87
億
５
１
２
万
７
２
５
１

円
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
、

歳
入
18
億
１
５
８
５
万
８
６
３

７
円
、
歳
出
16
億
８
５
６
８
万

８
６
９
２
円
。
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
が
、
歳
入
４
７

９
４
万
５
８
１
９
円
、
歳
出
４

２
８
２
万
１
７
０
２
円
。
介
護

保
険
特
別
会
計
が
、
保
険
事
業

勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
54
億
５

９
８
０
万
４
８
６
１
円
、
歳
出

53
億
２
８
１
８
万
４
１
２
１
円
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
お

い
て
、
歳
入
８
９
８
万
１
０
１

７
円
、
歳
出
０
円
。
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
が
、
歳
入
７

▽
平
成
26
年
度
館
林
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
＝
２

億
１
８
４
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
２
７
９
億
４
０
７
万
６
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
26
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
＝
３
２
１
２
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
19
億
３
５
０
２
万

４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
26
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
＝
２
７
１
１
万
１
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
56
億
８
４

３
８
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

報
告

▽
平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て
＝
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
お
い
て
、
財
政
の
早
期

健
全
化
及
び
財
政
の
再
生
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化


